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吉野作造記念館

吉野作造書軸「人世に逆境は無い」
1924年（大正13）６月25日

この年の２月に東京帝大を退官し、朝日新聞論説委員となったばかりの吉野は、同
紙で連載された自身の講演録「枢府と内閣」の筆禍事件により退職を余儀なくされ
ました。この一文は、吉野が正式に退社した６月26日の前日に書いたものです。上
記の筆禍事件後、吉野はこの一文を好んで揮毫するようになります。「天に事

つか
へ」

はクリスチャンとして神に従うことで、「人に仕へる」は人間社会のために働くこ
とを示していると考えられます。キリスト教の精神に根ざし、「逆境」を恐れず社会
における理想の実現を模索し続けた吉野の生涯が反映された書と言えるでしょう。


